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	2026年度  同志社女子大学大学院 第6回FD講習会
	学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に基づく 学修成果評価と達成度の可視化 ―学部・大学院教育における質保証の視点から―
	9月3日(木) 13時～ ZOOM開催
	桜美林大学 教育探究科学群 特任教授  同志社大学 名誉教授
	　山田 礼子  1978年同志社大学文学部社会学科卒業、1991年カリフォルニア大学　ロサンゼルス校教育学大学院博士課程修了。Ph.D. in Education。 同志社大学社会学部教授（社会学研究科長・学部長）を経て、2026年4月より現職。 専門は大学教育学、高等教育学、教育社会学。 大学教育、高等教育論が専門であり、この間、大学生・大学院生の学修成果の達成度状況について、特にコロナ前後、コロナ後のグローバル・コンピテンシーの修得状況について5ヵ国調査（日米韓台豪）として実証的に質問紙調査、インタビュー調査を用いて、実施し、分析してきた。また、社会と連携した大学教育の状況についても、大学基準協会の研究所のプロジェクトとして実施している。
	主催：同志社女子大学  教務部教育開発支援センター 企画・運営：薬学研究科



